


プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
　
号
58
巻
）
令
和
２
年
　
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
編
集
兼
発
行
人
　
石
井 

清
司
　
定
価
三
〇
〇
円
　
送
料
七
〇
円
（
会
員
の
場
合
、購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
ま
す
）
企
画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 

6

6

平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,715万8,431円
令和2年度募金現在額は4 万2,633円です （令和 2年 4月30日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！

関東甲信越ブロック

茨城県協会 栃木県協会 群馬県協会

新潟県協会 山梨県協会長野県協会



毎月月初にコンテンツが追加更新されていきます。 ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �
6月追加予定：【個人への提案】学びなおし！�
相続の知識（民法編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
6月追加予定：法人No.01�生命保険は商
品によって、決算書への影響が変わってく
ることはご存じですか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
6月追加予定：【法人】高額療養費制度とは

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を
学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

リニューアル

定期保険・第三分野保険の� �
保険料経理処理の改正について
2019年6月の法人税基本通達の改正について解説しています。
学習できる主な項目
●解約返戻率の区分ごとの経理処理の具体的取扱いを事例を使って
図表でわかりやすく解説しています
・経理処理の基本ルール（令和元年7月 8日以降）
・最高解約返戻率50％以下および50％超 85％以下
・最高解約返戻率85％超
●元大手生命保険会社勤務の税理士が通達改
正についての解説をしています

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

新コンテンツ

過去の記事も
こちらから見られます。

生保セールスに役立つ記事
保険・金融業界や税務、社会保障制度などについての
旬な情報を、税理士や社会保険労務士などの士業や
FP、各界のジャーナリストなど専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月曜日に掲載します。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

新コンテンツ

あなたの会費で
制作しております



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月は待望の盛運に入り、自分の思う展
開が期待できる時。あなたの考えや行
動も的確で、その上取り巻く周囲の状況
も最高の時です。ビジネス運は奉仕の
心で周りに接しましょう。奉仕は種まきで
す。何事にも迷わず、一途に周りに尽く
すこと。金銭運は営業利益がアップして
います。社交運もお誘いの多い時です。

開運★西吉方位～ごく近くで営業活動を。
（大きな商談が舞い込みそう、金銭運が良い）

発展の機運にのり、元気良く活動でき
る1ヵ月です。しかし今月はことのほか、
あなたは欲張りですから、落ち着いて行
動しましょう。運気はまだひ弱ですからで
きるだけ慎重にね。ビジネス運は取り巻
く周囲の状況が良いので、協力をしてい
ただきましょう。金銭運は営業利益に繁
栄する動きになるでしょう。社交運は再
会ありです。
開運★東北吉方位～ここの友や知人を訪ねて。
（良い紹介はなしに出会う、美味しいものに縁）

物事が成就できる場所で過ごす 1ヵ月。
しかし、あなたの考え方や行動はピンボ
ケになりそうです。自分の気持ちは抑え
て行動しましましょう。ビジネス運は良
い状況になりそうですが見過ごしやイー
ジーミスで良い結果になりません。金銭
運はマイナスの出銭が多いです。社交
運はすべてのことに邪魔が入るので現状
維持。
開運★西南大吉方位～吉方位で開運祈願を。
（けじめが付いて紹介の話を引き出せる）

運勢階段の最上階で過ごす今月は、気
持ちも慢心気味になりますが、現状維持
を基本にして行動しましょう。あなたを取
り巻く周囲は最高ですから、周囲との連
携が大事です。ビジネス運は足許を固め
て自分の内面の強化を図り、内輪を大事
に見直しましょう。金銭運は営業利益は
アップです。社交運は人気も上昇中です。

開運★西南のごく近くで営業活動を。
（人脈に恵まれ、新しい出会いがある）

今月のあなたは活動的で、前半で渋滞
した気も解消し、新たなエネルギーを出
していけそうな強いパワーを秘めていま
す。「動いて、動いて」がテーマの今月
ですから、計画的に活動をしてください。
ビジネス運は天も味方の時ですから取り
こぼしのないようにしましょう。金銭運は
良好。社交運は奉仕を心がけて成功しま
す。
開運★東北吉方位～ここで飲食や商談を。
（食事やお茶が一役買ってくれる吉方位）

運気は一休みしたくて、なかなか仕事
モードには切り替えられない時です。自
分の行動や考え方も取り巻く周囲もピン
ト外れです。今月は現状維持を守る事
が大事です。ビジネス運は来月の備えを
しっかり計画表にしましょう。そうするこ
とで、力が出せるようになるはずです。
金銭運、社交運共に良くないので現状維
持です。
開運★東北吉方位～ここで営業活動を。
（営業利益の種が舞い込む、知人友人の交流）

変化を望み変身をしたい時です。今月の
あなたは一気に流れを変えて行動に移し
たいと願っています。ちょっとひと呼吸
おきましょう。折角積み上げた陽の気が
たちまち陰の気になり、良い状況を生み
出せません。ビジネス運は現状維持を守
ること。金銭運は良くないので、貸し借
りは控えましょう。社交運は情に負けな
いことが求められます。
開運★南吉方位～ごく近くで活動を。
（組織や身内からの支援が期待できそう）

離合集散の 1ヵ月。幸い自分の気も取り
巻く周囲の状況も最高に良い時です。今
まで努力を重ねてきたあなたは、周囲か
ら認められて評価される時です。反面、
秘密や隠し事は発覚する恐れがあるの
で、用心して行動すること。ビジネス運
は再会や旧知の知人などを訪問してみま
しょう。金銭運は現状のまま。社交運は
復活に期待あり。
開運★東北吉方位～ここで商談や飲食を。
（良い変化ができる、営業利益に繁栄する）

気力も体力も消耗して入る運気は低迷し
ています。やる気が起きないので自然と
収益にも響くという状況になりそう。無
理をしないで、心身を立て直して次への
準備をしましょう。ビジネス運は古い顧
客名簿などのチェックや見直しなどの点
検をして、次月への備えをすること。金
銭運、社交運共に良くないので現状維持
です。
開運★東吉方位～近くを散歩程度、買物等。
（母親、妻、中高年の女性から支援を得られる）

2020 年 6月節

6.5▶7.6



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 特集  
第 3 回　東京五輪・パラリンピックの新競技

  “波乗りの芸術”を楽しむ  
 「サーフィン」 

06 第 3 回　2020 年に変わること
  「国民の祝日」の名称と日程

08 第 62 回　ゼロから学ぶ税金講座
 相続税それとも贈与税？（後編）

10 第 210 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「金庫の中身」
 千葉県 千葉市立緑町中学校　2 学年　三浦 悠誠

12 第 39 回　社会保険 Q&A
 75 歳からの公的医療保険

13 第 99 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～落ち込み気味の気持ちを回復する方法～

14 第 108 回　心のかけはし
 究極のプラス思考で工夫と努力を重ねる 

自分の人生を豊かに彩る 
たくさんの出会いに感謝

18 第 111 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

 4 月から民法改正で敷金のルールが変更に

19 第 30 回　想いをつなぐ
  「リレー・フォー・ライフ・ジャパン 

2019 とまこまい」に参加しました

20 第 29 回　JAIFA VOICE
 公益組織会員として、  

誇り高い居場所となる JAIFA でありたい

01 2020  |  June
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東京五輪で
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あ
が
っ
た

の
で
す
。

日
本
の
サ
ー
フ
ィ
ン
は
？

日
本
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
太
平
洋
戦
争
後
の

１
９
６
０
年
こ
ろ
、
日
本
に
駐
留
し
た
ア
メ
リ
カ

兵
が
、神
奈
川
県
や
千
葉
県
の
海
岸
で
、サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
の
を
見
た
地
元
の
少
年
か
ら
で
し

た
。
少
年
ら
が
、サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
模
倣
し
た「
フ

ロ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ド
を
手
作
り
し
て
、

サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
５
年
に
は
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
が

発
足
。
翌
年
１
９
６
６
年
７
月
に
は
、
サ
ー
フ
ィ

ン
の
第
１
回
全
日
本
選
手
権
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

も
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

競
技
と
し
て
の�

�

サ
ー
フ
ィ
ン
の
種
類
は
？

サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
「
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
」
と
「
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー

ド
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
古
く
か
ら
あ
る
の
は
、

長
さ
９
フ
ィ
ー
ト（
約
２
７
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

以
上
の
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
で
す
が
、
東
京
五
輪
で
行

わ
れ
る
の
は
、
長
さ
が
６
フ
ィ
ー
ト
（
約
１
８
３

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
前
後
の
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

使
っ
た
競
技
で
す
。
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
、
ボ
ー

ド
の
先
が
尖
っ
た
形
状
で
、
細
か
な
タ
ー
ン
が
し

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
平
面
的
な
動
き
が
中
心
だ
っ
た
サ
ー

フ
ィ
ン
に
縦
の
動
き
が
加
わ
り
、
よ
り
立
体
的
な

技
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

競
技
方
法
や
採
点
方
法
は
？

サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
波
を
乗
り
こ
な
す
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
競
い
、
そ
の
技
の
難
易
度
や
ス
ピ
ー
ド
、
独

創
性
な
ど
を
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
採
点
競
技
。

１
ヒ
ー
ト
（
試
合
）
は
約
20
〜
30
分
で
、
そ
の

と
き
の
波
の
状
態
な
ど
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
ま
す
。
選
手
は
、
時
間
内
に
25

本
ま
で
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
（
波
に
乗
る
こ
と
）
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で
点
数
の
高
い
２
本
の
合

計
得
点
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
で
は
ま
ず
、
４
、５
人
の
選
手
が
競
う

予
選
が
あ
り
、
そ
れ
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
本
戦

に
進
み
ま
す
。
本
戦
で
は
２
人
の
選
手
が
１
ヒ
ー

ト
を
行
い
、
勝
者
を
決
め
ま
す
。

競
技
の
見
ど
こ
ろ
は
？

“
波
”と
い
う
自
然
を
相
手
に
繰
り
広
げ
る
サ
ー

フ
ィ
ン
で
は
、
風
の
強
さ
・
向
き
、
潮
の
干
満
な

ど
に
よ
っ
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
変
わ
り
ま
す
。

同
じ
波
は
二
つ
と
な
い
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て

い
い
波
を
つ
か
む
の
か
。
状
況
判
断
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
あ
る
意
味
で
は
運
を
味
方
に
つ
け
る
こ

と
も
大
切
な
競
技
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

得
点
は
、
５
人
の
ジ
ャ
ッ
ジ
が
一
つ
ひ
と
つ
の

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
採
点
し
ま
す
。
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採
点
基
準
は
、波
に
乗
る
う
ま
さ
を
ベ
ー
ス
に
、

技
の
ス
ピ
ー
ド
や
力
強
さ
、
流
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

積
極
性
・
難
易
度
・
革
新
性
な
ど
も
採
点
要
素
に

含
ま
れ
ま
す
。

技
に
は
決
め
ら
れ
た
点
数
は
な
く
、
１
回
の
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
の
中
で
披
露
さ
れ
る
、
パ
ワ
ー
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
技
の
要
素
を
総
合
的
に
判
断
し

て
得
点
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
選
手
は

多
く
の
波
に
乗
る
こ
と
や
、
た
く
さ
ん
の
技
を
繰

り
出
す
こ
と
よ
り
も
、
技
の
質
を
高
め
る
波
を
慎

重
に
狙
い
ま
す
。

「
エ
ア
リ
ア
ル
」（
エ
ア
ー
）
と
呼
ば
れ
る
、
波

を
駆
け
上
が
っ
て
宙
に
舞
い
、
体
勢
を
崩
さ
ず
に

着
水
す
る
高
度
な
技
は
高
得
点
に
。

ま
た
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
中
で
最
高
の
技
は
、

チ
ュ
ー
ブ
状
の
波
の
中
に
入
り
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
す

る
「
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
で
す
が
、
こ
れ

も
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
完
成
度
に
よ
っ
て
得
点
は
変
わ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
技
を
連
続
的
に
披
露
で
き
る
と
、

ジ
ャ
ッ
ジ
の
印
象
も
良
く
な
り
高
得
点
が
出
る
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
技
も
大
切

で
す
が
、
技
の
組
み
立
て
方
に
も
注
目
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

サ
ー
フ
ィ
ン
の
強
豪
国
は
？

サ
ー
フ
ィ
ン
の
歴
史
の
長
い
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
強
豪
国
と

い
わ
れ
、
主
要
な
大
会
で
は
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
急
速
な
成
長
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
は
サ
ッ
カ
ー
に
次
ぐ
人

気
ス
ポ
ー
ツ
で
、「
ブ
ラ
ジ
ル
ア
ン
・
ス
ト
ー
ム
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
、
中
南
米
に
お
け
る
サ
ー

フ
ィ
ン
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
選
手
で
は
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
を

中
心
に
、
２
０
２
０
年
は
71
名
の
強
化
指
定
選
手

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
男
女
と
も
に
、
世
界
選
手
権

で
実
績
の
あ
る
実
力
派
の
選
手
が
揃
い
、
注
目
が

集
ま
り
ま
す
。

競
技
会
場
は
？

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
会
場
は
、
千
葉
県
・
一
宮

町
の
釣
ヶ
崎
海
岸
を
予
定
。
こ
こ
は
日
本
で
も
有

数
の
サ
ー
フ
ィ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
、
波
の
質
が
良
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
行
わ
れ
る
サ
ー
フ
ィ
ン
は
天
候
の

影
響
も
受
け
や
す
く
中
断
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
自
然
に
立
ち
向
か
っ
て
華
麗
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
技
に
挑
む
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
の
演
技
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。

■チューブライディング  
　（チューブ状の波の中に入りライディングする）

■エアリアル  
　（波を駆け上がり宙を舞う）
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サーフボードで華麗な技を繰り出す選手たち。ボードに乗ってバランス
を取るだけでも大変なことのように思いますね。実はサーフボードに
は大切な役割をする、ある物が付いています。それが「フィン」です。
フィンはサーフボードの裏側についているもので、イルカの背びれのよ
うな形をしています。基本的な機能は、ボードに安定性をもたせること。
さまざまなサイズ、形、素材のものがあり、ボードに装着される本数
も1〜 4 本とさまざまです。その形状や本数により、直進性や回転性、
安定性などに特徴があります。

サーフボードに大切なあるものとは？3

フィン
（サイズ・形・本数はさまざま）

イギリス人の探検家ジェームス・クックは、ヨーロッパ人で初めてサーフィンを目撃した人物として知
られています。クック船長は、タヒチとハワイでサーフィンの様子を見て、航海日誌に書き残しました。
しかし、この発見によって島々にキリスト教の宣教師が移住するようになると、様相が変わりました。
布教にあたって、ポリネシアの文化は野蛮だとしてサーフィンを禁止し、サーフボードを取り上げて焼い
てしまったといいます。これによって、ポリネシアのサーフィン文化は、いったん終焉を迎えたのでした。
再びサーフィンが復活したのは 20 世紀のはじめころのハワイでした。理由は不明ですが、ワイキ
キ海岸だけはサーフィンが黙認されたといいます。これがきっかけになり、ハワイの人だけでなく、
移住した人もサーフィンを楽しむようになりました。

あの有名な探検家が、サーフィンを絶滅させた！？1

サーフィンでは、基本的に一つの波に乗れるのは一人だけ。崩れる直前の波の頂点を「ピーク」と
いいますが、このピークに最も近いポジションにいる人が、その波に乗る権利を持ち、これを「優
先権」と呼びます。技に有効な波をつかむためには、この優先権を取ることのできるポジションを
確保するのが重要です。
もしも、優先権を持った選手の妨害をした場合には、減点のペナルティーが課せられます。とはいえ、
優先権があるにも関わらず波に乗らなかったり、波に乗るためのパドリングをやめると、優先権は
なくなってしまいます。
そのため、パドリングを開始する素振りを見せてやめてみたり、波に乗るふりをして実際には乗ら
なかったりなど、海の中での選手同士の駆け引きもあるようです。

サーフィンの“優先権”とは2

Column
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と
名
づ
け
る
。」

こ
れ
は
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
の

第
１
条
に
記
さ
れ
た
条
文
で
す
。
現
在
、
日
本

で
は
年
間
16
日
の
祝
日
が
そ
の
意
義
と
と
も
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

ち
な
み
に
欧
米
諸
国
の
祝
日
数
を
み
て
み
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
11
日
、
ア
メ
リ
カ

は
10
日
、イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
）
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
８
日
し
か
な
く
、

日
本
は
先
進
国
の
な
か
で
も
祝
日
が
多
い
国
だ

と
い
え
ま
す
。

「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
に
は
「
祝

日
が
日
曜
日
に
な
る
場
合
は
そ
の
後
の
最
も
近

い
平
日
を
振
替
休
日
と
す
る
」
こ
と
や
「
前
後

を
国
民
の
祝
日
に
挟
ま
れ
た
平
日
は
休
日
と
す

る
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
０
２
０
年
は
一
部
の
祝
日
の
「
名
前
」

と
「
日
程
」
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

慣
れ
親
し
ん
だ
あ
の
イ
ベ
ン
ト
も 

 

改
称
に

前
述
の
図
表
１
に
は
、
見
慣
れ
た
「
体
育
の

日
」が
無
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
０
年
は
日
本
の
祝
日
の
転
換
期

「
自
由
と
平
和
を
求
め
て
や
ま
な
い
日
本
国
民

は
、
美
し
い
風
習
を
育
て
つ
つ
、
よ
り
よ
き
社

会
、よ
り
豊
か
な
生
活
を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
、

こ
こ
に
国
民
こ
ぞ
つ
て
祝
い
、
感
謝
し
、
又
は

記
念
す
る
日
を
定
め
、こ
れ
を
『
国
民
の
祝
日
』

「
体
育
の
日
」
は
、２
０
２
０
年
か
ら
「
ス
ポ
ー

ツ
の
日
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
体
育
の
日
」
と
は
「
ス
ポ
ー
ツ

に
し
た
し
み
、
健
康
な
心
身
を
つ
ち
か
う
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
１
９
６
６
年
に
制
定
さ
れ
た

祝
日
で
す
。
一
部
の
祝
日
を
特
定
週
の
月
曜
日

に
し
て
連
休
を
増
や
す
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

「国民の祝日」の名称と日程

3

日本の法律や制度は今年、大きく変わります。
5月号の「パートタイム・有期雇用労働法」に続いて今回ご紹介するのは
「国民の祝日」。馴染みの祝日の名前が半世紀ぶりに改称され、
今年は夏の祝日も日程が変わります。日本で生活する全ての人に関わる

「祝日」の変更点を把握しておきましょう。

名称 日付 意義
元日 1月 1日 年のはじめを祝う。
成人の日 1月の第 2月曜日 おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます。
建国記念の日 政令で定める日 建国をしのび、国を愛する心を養う。
天皇誕生日 2月 23日 天皇の誕生日を祝う。
春分の日 春分日 自然をたたえ、生物をいつくしむ。
昭和の日 4月 29日 激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす。
憲法記念日 5月 3日 日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する。
みどりの日 5月 4日 自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ。
こどもの日 5月 5日 こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する。
海の日 7月の第 3月曜日 海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う。
山の日 8月 11日 山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する。
敬老の日 9月の第 3月曜日 多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う。
秋分の日 秋分日 祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ。
スポーツの日 10月の第2月曜日 スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう。
文化の日 11月 3日 自由と平和を愛し、文化をすすめる。
勤労感謝の日 11月 23日 勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう。

図表 1 ■法律で定められた国民の祝日
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制
度
」
に
よ
り
２
０
０
０
年
か
ら
10
月
の
第
２

月
曜
日
と
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
制
定
当

初
の
日
付
は
10
月
10
日
。
こ
れ
は
１
９
６
４
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
の
日
で
あ

り
、「
体
育
の
日
」
は
国
際
的
な
競
技
大
会
の

成
果
を
記
念
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
制
定
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
ち
、
東

京
で
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
を

機
に
、世
界
的
に
使
わ
れ
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
」

の
名
を
用
い
て
そ
の
価
値
を
世
界
と
分
か
ち
合

お
う
と
い
う
意
見
が
浮
上
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
２
０
２
０

年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、「
体
育
の
日
」
は

史
上
初
と
な
る
カ
タ
カ
ナ
名
の
祝
日
「
ス
ポ
ー

ツ
の
日
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
祝
日
の
名
称
変
更
に
合
わ
せ
て
、「
国

民
体
育
大
会
（
国
体
）」
も
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
へ
と
名
称
変
更
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
に
よ
り 

 

祝
日
を
調
整
し
て
い
く
方
向
へ

２
０
２
０
年
の
祝
日
に
関
す
る
も
う
一
つ
の

大
き
な
話
題
が
、
祝
日
の
移
動
で
す
。「
平
成

三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法

（
以
下
、特
措
法
）」
に
よ
り
、今
年
に
限
り
「
海

の
日
」
は
７
月
23
日
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
は

７
月
24
日
、「
山
の
日
」
は
８
月
10
日
に
移
動

し
ま
す
（
図
表
２
）。

こ
の
特
措
法
の
目
的
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
式
の
前
日
と
当
日
、
閉
会
式
の
翌
日

に
祝
日
を
設
け
て
「
大
会
の
円
滑
な
準
備
及

び
運
営
に
資
す
る
」
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
０
年
度
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
延
期
が
決
定
。

特
措
法
の
目
的
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

祝
日
の
移
動
が
形
骸
化
し
た
こ
と
で
、
日
程

は
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
措
法
は
２
０
１
８
年
６
月
に
施
行

済
み
の
た
め
、
本
来
の
日
程
に
戻
す
に
は
再
び

法
改
正
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
か
ら

本
来
の
日
程
に
戻
し
て
し
ま
う
と
、
す
で
に
世

間
に
出
回
っ
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
記
と
異

な
り
大
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
年
の
祝

日
移
動
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、来
年
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

祝
日
移
動
は
大
会
の
円
滑
な
運
営
の
支
援
が
目

的
な
の
で
、
来
年
も
移
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

延
期
後
の
大
会
日
程
は
２
０
２
１
年
７
月
23

日
か
ら
８
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。
土
日
を
合

わ
せ
て
開
会
式
の
前
後
は
４
連
休
、
閉
会
式
の

前
後
は
３
連
休
と
な
る
よ
う
に
、
７
月
22
日
を

海
の
日
、
23
日
を
ス
ポ
ー
ツ
の
日
。
そ
し
て
８

月
９
日
を
山
の
日
と
す
る
方
向
で
現
在
調
整
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
２
０
２
０
年
４
月
27

日
時
点
。）

日 月 火 水 木 金 土
7 月 19 日 20 日

海の日
21 日 22 日 23 日 24 日

五輪
開会式

25 日

26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 8 月 1 日

2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日

9 日
五輪

閉会式

10 日 11 日
山の日

12 日 13 日 14 日 15 日

日 月 火 水 木 金 土
10月11日 12 日

スポーツ
の日

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日

図表 2 ■ 2020 年の祝日移動
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前
回
の
話
で
は
、
死
亡
保
険
金
は
相
続

財
産
で
は
な
い
、
で
も
相
続
税
の
課
税
対
象

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
う
、
死
亡
保
険
金
は
受
取
人
が
保
険

会
社
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
で
、
死
亡
し
た

人

―
被
相
続
人

―
か
ら
引
き
継
い
だ
財

BA

産
で
は
な
い
。
も
と
も
と
保
険
金
は
被
相
続

人
の
も
の
で
は
な
く
、
受
取
人
の
も
の
な
ん

だ
。
専
門
的
な
言
葉
で
は
、「
保
険
金
は
相

続
財
産
で
は
な
く
、
受
取
人
の
固
有
の
財
産

で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
よ
。

　

な
る
ほ
ど
。
で
も
、
そ
れ
な
ら
ど
う
し

て
相
続
税
の
対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

　

親
が
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
子

ど
も
が
受
取
人
、
と
い
う
ケ
ー
ス
で
説
明
す

る
と
、
親
が
死
亡
し
て
子
ど
も
が
保
険
金
を

受
け
取
れ
た
の
は
、
親
が
保
険
に
加
入
し
て

保
険
料
を
払
っ
て
い
た
か
ら
だ
。す
な
わ
ち
、

親
が
払
っ
た
保
険
料
が
保
険
会
社
を
通
じ
て

保
険
金
と
し
て
子
ど
も
に
移
転
し
た
と
、
税

務
当
局
は
考
え
る
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
払
っ

た
保
険
料
よ
り
も
保
険
金
の
ほ
う
が
多
額
で

あ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
ね
。

　

間
接
的
に
親
か
ら
子
ど
も
に
財
産
が

移
っ
た
と
考
え
る
の
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
相
続
人
で
あ
る

子
ど
も
な
ど
が
受
け
取
っ
た
場
合
だ
け
で
な

く
、
前
回
の
ク
イ
ズ
の
よ
う
に
、
離
婚
し
た

BABA

元
配
偶
者
や
相
続
を
放
棄
し
た
遺
族
な
ど
、

相
続
人
で
な
い
人
が
受
け
取
っ
た
場
合
も
同

じ
こ
と
だ
よ
。

　

相
続
人
で
な
い
人
が
受
け
取
っ
た
場
合

も
贈
与
税
で
は
な
く
相
続
税
が
か
か
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
ど
う
し
て
贈
与
税
で

は
な
い
ん
で
す
か
。

無
償
で
の
財
産
の
移
転
に
課
税

　

相
続
税
も
贈
与
税
も
あ
る
人
か
ら
別
の

人
に
財
産
が
無
償
で
移
転
し
た
際
に
か
か
る

税
金
な
ん
だ
。

　

無
償
で
移
転
し
た
場
合
、
で
す
か
。

　

た
だ
で
は
な
く
、
お
金
を
払
っ
て
い
る

場
合
は
譲
渡
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
所
得
税

の
対
象
に
な
る
。
た
だ
で
財
産
を
も
ら
っ
た

場
合
、
つ
ま
り
贈
与
や
相
続
の
際
に
は
贈
与

税
や
相
続
税
の
対
象
に
な
る
。
財
産
の
移
転

の
際
に
か
か
る
と
い
う
点
で
は
贈
与
税
も
相

続
税
も
同
じ
な
ん
だ
。

　

違
い
は
な
ん
で
す
か
。

BABAB

62

相続税それとも
　贈与税？（後編）
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保
険
料
を
払
っ
た
人
が
生
き
て
い
る
か

死
ん
で
い
る
か
、
そ
れ
が
問
題
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　

こ
の
こ
と
は
、
図
表
の
よ
う
な
形
で
よ

く
説
明
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
ポ
イ
ン
ト
は

保
険
料
を
負
担
し
て
い
る
契
約
者
が
被
保
険

者
と
同
一
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
な
ん
だ
。

同
一
な
ら
、

保
険
料
負
担

者
が
死
亡
し

た
こ
と
に
よ

り
保
険
金
が

支
払
わ
れ
る

し
、
同
一
で

な
け
れ
ば
保

険
金
が
支
払

わ
れ
て
も
、

保
険
料
負
担

者
は
生
き
て

い
る
、
と
い

う
こ
と
だ
か

ら
ね
。

BA

　

違
い
は
財
産
の
出
し
手
が
生
き
て
い
る

か
ど
う
か
だ
。
死
亡
し
た
人
か
ら
生
き
て
い

る
人
に
財
産
が
移
転
し
た
場
合
は
相
続
税
、

生
き
て
い
る
人
か
ら
生
き
て
い
る
人
に
財
産

が
移
転
し
た
場
合
は
贈
与
税
の
対
象
に
な

る
、
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

　

な
る
ほ
ど
。
た
と
え
財
産
を
も
ら
っ
た

人
が
相
続
人
で
な
く
て
も
、
あ
げ
た
人
が
死

亡
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税
で
は
な

く
相
続
税
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
離
婚
し
た
元
妻

は
相
続
人
で
は
な
い
け
れ
ど
、
元
夫
が
死
亡

し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
わ

け
だ
か
ら
、
死
亡
し
た
元
夫
か
ら
元
妻
に
お

金
が
移
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
相
続
税
の
課
税

対
象
に
な
る
ん
だ
。

死
亡
し
た
か
生
き
て
い
る
か

　

そ
う
す
る
と
、
死
亡
保
険
金
を
受
け

取
っ
た
場
合
は
、
受
取
人
が
だ
れ
で
あ
っ
て

も
相
続
税
の
対
象
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

ABAB

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

す
ね
。

　

契
約
者
、
す
な
わ
ち
保
険
料
を
払
っ
て

い
た
の
が
被
保
険
者
で
死
亡
し
た
場
合
は

ね
。
契
約
者
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合
は
贈

与
税
の
対
象
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
。

　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

先
ほ
ど
説
明
し
た
と
お
り
、
生
き
て
い

る
人
か
ら
生
き
て
い
る
人
に
財
産
が
移
転
し

た
場
合
は
贈
与
税
の
対
象
だ
。
死
亡
保
険
金

を
受
け
取
っ
て
も
、
そ
の
保
険
料
を
払
っ
て

い
た
人
が
生
き
て
い
る
場
合
は
、
相
続
税
で

は
な
く
贈
与
税
の
対
象
に
な
る
。

　

ど
う
い
う
ケ
ー
ス
で
す
か
。

　

た
と
え
ば
、
父
親
が
母
親
を
被
保
険
者

と
し
て
保
険
を
契
約
し
、
父
親
が
保
険
料
を

払
っ
て
い
て
、
受
取
人
は
子
ど
も
、
と
い
う

ケ
ー
ス
だ
よ
。
母
親
が
死
亡
し
て
子
ど
も
が

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
と
き
、
保
険

料
を
払
っ
て
い
た
父
親
は
生
き
て
い
る
。
生

き
て
い
る
父
親
か
ら
子
ど
も
に
財
産
が
移
転

し
た
と
み
な
さ
れ
て
、
贈
与
税
の
対
象
に
な

る
ん
だ
。

ABABA

契約者
( ＝保険料負担者） 被保険者 保険金受取人 課税対象になる

税金

Ａ Ａ Ｂ 相続税

Ａ Ｃ Ｂ 贈与税

図表■契約者形態により異なる死亡保険金への課税
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

優 

秀 

賞

「
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
に
来
て
。
覚
え
て
い
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
。」

と
あ
る
日
、
母
に
呼
ば
れ
僕
は
二
階
へ
行
き
ま
し
た
。
す
る

と
両
親
そ
ろ
っ
て
、
家
の
金
庫
の
前
で
座
っ
て
い
ま
す
。

「
仮
の
話
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
だ
け
で
出
掛
け
て

二
人
と
も
事
故
に
遭
っ
て
死
ん
だ
り
、
話
せ
な
い
ほ
ど
の
状

態
に
な
っ
た
ら
、
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
。
も

し
も
の
場
合
に
備
え
て
生
命
保
険
を
か
け
な
お
し
た
け
ど
、

肝
心
の
手
続
き
に
つ
い
て
保
険
会
社
に
連
絡
す
る
家
族
が
親

以
外
に
必
要
に
な
っ
て
ね
。」

と
母
が
言
い
ま
し
た
。

　

金
庫
に
は
、
生
命
保
険
証
券
と
代
理
店
の
人
の
名
刺
が
あ

り
ま
し
た
。
弟
に
は
内
緒
で
僕
だ
け
が
知
る
、
特
別
で
と
て

も
大
事
な
任
務
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
病
院
に
行
く
と
き
受
付
で
見
せ
る
保
険
証
と
何

が
違
う
の
か
、
連
絡
し
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
浮
か
ん
で
は
消
え
ま
し
た
。

「
わ
か
っ
た
。」

と
返
事
を
し
た
き
り
、
い
つ
し
か
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

作
文
の
募
集
一
覧
で
生
命
保
険
の
文
字
を
見
て
、
金
庫
に
入

れ
る
ほ
ど
の
秘
密
を
僕
も
知
り
た
い
と
思
い
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

高
校
進
学
、
一
人
暮
ら
し
、
結
婚
、
家
族
が
増
え
る
な
ど
、

将
来
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
お
金
が
必
要
で
す
。
高
校
進
学
に
し

て
も
具
体
的
な
選
択
肢
で
金
額
も
変
わ
る
こ
と
、
計
画
通
り

に
い
か
な
い
リ
ス
ク
に
備
え
て
生
活
を
守
る
、
と
知
る
こ
と

金
庫
の
中
身

千
葉
県 

千
葉
市
立
緑
町
中
学
校　

二
学
年　

三み

浦う
ら 

悠ゆ
う

誠せ
い

10
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か
ら
僕
の
生
命
保
険
学
習
は
始
ま
り
ま
し
た
。
健
康
保
険
被

保
険
者
証
や
祖
父
の
年
金
は
公
的
保
障
で
、
僕
が
任
命
さ
れ

た
金
庫
の
秘
密
は
私
的
保
障
だ
と
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。

両
親
の
ケ
ガ
や
事
故
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
起
き
て
ほ
し
く

な
い
け
れ
ど
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
祖
父

の
年
金
も
両
親
や
未
来
の
自
分
の
給
料
か
ら
徴
収
、
運
用
さ

れ
、
祖
父
が
生
き
て
い
る
間
、
安
心
と
安
全
な
生
活
を
守
り

ま
す
。
リ
ス
ク
に
遭
遇
し
て
い
な
い
人
が
、
お
金
を
出
し
合

う
こ
と
で
各
々
の
負
担
が
減
る
こ
と
は
、
公
的
保
障
と
同
じ

で
す
。
し
か
し
、
私
的
保
障
は
公
的
保
障
に
比
べ
、
一
人
ひ

と
り
の
生
き
方
や
価
値
観
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
は
あ
る
程
度
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

発
生
の
時
期
、
何
を
ど
の
く
ら
い
重
要
と
考
え
る
の
か
、
そ

し
て
そ
の
と
き
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
や
人
間
関
係
が
ど
う

か
に
よ
っ
て
、
優
先
順
位
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
両
親
だ
け

の
外
出
も
自
分
が
中
学
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま

で
は
一
緒
に
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
母
が
生
命
保
険
を
見
直

し
た
の
も
、
今
の
家
族
の
生
活
や
自
分
た
ち
の
成
長
を
考
え

て
、
選
択
し
な
お
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
生
命
保
険
を
見

れ
ば
、
そ
の
人
の
価
値
観
や
将
来
へ
の
希
望
や
理
想
が
わ
か

り
そ
う
で
す
。
生
命
保
険
は
、
生
活
設
計
と
い
う
よ
う
に
自

分
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
に
な
り
、
将
来
に
わ
た
る
安
心
を

く
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
金
庫
で
守
る
理
由
は
、
お
金

が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
に
、
両
親
の
未
来
へ
の
思
い
が
つ
ま
っ

た
大
切
な
も
の
だ
か
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

保
険
は
目
に
見
え
な
い
商
品
で
、
も
し
も
の
出
来
事
も
今

で
は
な
い
未
来
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で
文
字
だ
け
を

追
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ

ど
自
分
の
生
活
を
思
い
返
す
と
そ
れ
は
日
常
で
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

「
早
く
寝
な
さ
い
。」「
気
を
付
け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

な
ど
の
毎
日
の
言
葉
は
リ
ス
ク
を
さ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

よ
り
大
き
く
て
生
活
が
激
変
す
る
よ
う
な
リ
ス
ク
が
起
こ
り

う
る
か
ら
、
人
々
は
生
命
保
険
で
備
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

両
親
の
言
葉
と
金
庫
の
紙
に
守
ら
れ
て
い
る
僕
も
、
自
分
が

望
む
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
自
分
と
向
き
合
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 「生命保険と税金の知識｣、
 「ライフプラン情報ブック」の改訂版と
 「備えあれば保険あり」【'19 ～ '20 年度版】
ができました！

「生命保険と税金の知識」は生命保険に関する税金に
ついて知っておきたい事柄を、具体的な計算事例などを
用いて解説した小冊子です。今回の改訂では、2020 年
の所得から実施される「給与所得控除・公的年金等控除
の引下げ」、「基礎控除の引上げ」（所得税改正）など税制
改正のポイントをまとめたページや、所得税・相続税・
贈与税の基本的な仕組みを確認できるページを新設して
います。

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上で必要
となる基本的な考え方や参考情報をまとめた小冊子で
す。結婚、教育、住宅取得、老後など様々な経済的準備
に関するデータが満載です。今回の改訂では、「幼児教育
の無償化」、「年金生活者支援給付金」などの解説を追加
しました。
両冊子とも B5 判・60 ページ（オールカラー）
1 部 200 円（税込・送料別）

「備えあれば保険あり」は、上記の 2 冊子に加え、「ほけん
のキホン」、「ねんきんガイド」、「遺族保障ガイド」を専用
のカバーケースに収納したものです。
B5 判・小冊子 5 冊セット 1セット 1,000 円（税込・送料別）

お申込みは生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/) でどうぞ。
スマートフォンからは QR コードのご利用が便利です。

11 2020  |  June



40
代
の
会
社
員
で
す
。
現
在
、
同
居
し

て
い
る
父
（
74
歳
）
は
私
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
75
歳
に
な

る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
る
と

聞
き
ま
し
た
。
私
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
場
合
、
新
た
に
保
険
料
負
担
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

75
歳
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
人
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

い
わ
ば
強
制
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
さ
れ
、
75
歳
以
降
も
引
き
続
き
健
康

QA

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
選
択

肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
も
年
金
か
ら
天
引

き
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、ご
質
問
の
ケ
ー

ス
の
よ
う
に
75
歳
に
な
る
ま
で
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
場
合
は
、
保
険
料
が
大

き
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
保
険
料
軽
減

日
本
の
公
的
医
療
保
険
に
は
、
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
い
う
高
齢
者
専
門
の
医
療
保
険
が
あ
り
、
75

歳
以
上
の
人
は
一
律
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
健
康
保
険
の
被

保
険
者
や
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
も
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
人
も
75
歳
に
な
れ
ば

そ
れ
ら
の
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
の
地
位
を
外

れ
、
必
ず
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
も
当
然
、
保
険
料

が
あ
り
ま
す
。
ご
質
問
の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
場
合
は
、
被
扶
養

75 歳からの公的医療保険

第 39回

者
分
の
保
険
料
の
負
担
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
75
歳
に
な
っ
た
こ
と
で
保
険
料
負
担
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
「
均
等

割
額
」
と
「
所
得
割
額
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額
は
所
得
な
ど
に
関
係
な
く
１
人
当
た

り
い
く
ら
、
と
決
め
ら
れ
た
頭
割
り
の
額
で
、

都
道
府
県
に
よ
り
異
な
り
、
東
京
都
の
場
合
、

年
額
４
４
１
０
０
円
（
２
０
２
０
年
度
）
で
す
。

所
得
割
額
は
、
住
民
税
の
計
算
に
お
け
る
一
定

の
所
得
金
額
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
率
は
８
・
72
％
（
２
０
２
０
年
度
の
東
京

都
の
場
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

た
人
に
つ
い
て
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/
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ず
、
均
等
割
額
は
５
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

に
な
っ
て
か
ら
２
年
間
に
限
っ
た
措
置
で
す
。

３
年
目
か
ら
は
通
常
の
金
額
の
負
担
が
必
要
で

す
。
一
方
、
所
得
割
額
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
２
年
間
限
定
で
は
な
く
、
ず
っ
と
か
か

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
「
当
面
の
措
置
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
）。
そ
の
ほ
か
に
（
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
に
限
ら
ず
）
所
得
が
少
な
い
場
合
に
は
軽

減
措
置
が
あ
り
、
総
じ
て
み
る
と
大
き
な
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
割
合
は
原
則
１
割

一
方
、
病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け
た
場
合
の

自
己
負
担
割
合
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

原
則
１
割
で
す
。
健
康
保
険
や
国
民
健
康
保
険

は
70
歳
未
満
は
３
割
、
70
歳
以
上
は
原
則
２
割

で
す
か
ら
、自
己
負
担
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る

場
合
は
３
割
負
担
で
す
。

３
割
負
担
と
な
る
の
は
、
原
則
と
し
て
住
民

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

税
上
の
課
税
所
得
（
各
種
所
得
控
除
を
差
し
引

い
た
金
額
）
が
１
４
５
万
円
以
上
の
場
合
で
す

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
世

帯
に
１
人
の
場
合
は
、
そ
の
被
保
険
者
の
収
入

（
所
得
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
３
８
３
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
３
割
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
の
は
収
入

が
１
８
０
万
円
未
満
（
60
歳
以
上
の
場
合
）
で

す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
被
扶
養
者
だ
っ
た
場
合
は

（
収
入
が
変
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
）
１
割
負
担
で

済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

初夏の陽射しがまぶしい季節になりますね、お
元気にお過ごしですか！？　ここ数ヵ月、世界中
が大きく揺れていて、今までの人生の中で、自分
でも想定していなかったような出来事に気持ちが
ふさいでしまっている人はいませんか？　今回は、
そんな目には見えないモヤモヤを自分から切り
離す方法をお伝えしましょう。やり方はとても簡
単です。 ① A4 用紙１枚と筆記用具を準備する　
②自分の中に起きている不安や怖いと思ってるこ
とを思いつくままにできるだけ多く紙に書き出す　
③書き出したことを一つひとつ読んでみて「事実」
と「想像」を区別する。　いかがですか？　紙
に書き出すことで無意識に自分の中に閉じ込め
ていた不安を吐き出すことができるのと、書き出
したことをあらためてじっくりと読み返してみるこ
とで頭の中が整理でき、多くの人が今の自分に
まだ起きていないこと

（想像）に影響され
ているということに気
がつくのです。さあ！　
心を一歩前に進めて
みましょう♥

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

～素敵な人になるヒント～

落ち込み気味の気持ちを
回復する方法

VoI.99
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究
極
の
プ
ラ
ス
思
考
で

工
夫
と
努
力
を
重
ね
る

自
分
の
人
生
を
豊
か
に
彩
る

た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
感
謝

安
井
明
美
さ
ん
に
と
っ
て
、
営
業
、
採
用
、
育
成
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
、
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
そ
う
。

営
業
を
す
る
こ
と
で
人
に
出
会
い
、
採
用
と
丁
寧
な
育
成
が
ま
た
営
業
に
つ
な
が
る
。

生
命
保
険
の
営
業
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
人
に
出
会
え
る
こ
と
が

自
身
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
財
産
な
の
だ
と
熱
く
語
り
ま
す
。

30
年
越
し
で
大
先
輩
か
ら

褒
め
ら
れ
た

―
新
人
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
？

安
井　
新
人
の
と
き
は
、
会
社
か
ら
「
こ
ん
な

活
動
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な
指
標
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
職
員
で

し
た
。
頑
張
り
を
褒
め
て
も
ら
お
う
と
、
当

時
、
師
匠
と
仰
ぐ
入
社
時
の
支
部
長
に
報
告
し

た
と
こ
ろ
、「
も
う
そ
れ
は
し
な
く
て
い
い
か

ら
、あ
な
た
、こ
れ
か
ら
10
人
採
用
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
、
い
き
な
り
驚
か
れ
た
で
し
ょ

う
ね
。

安
井　

そ
れ
は
も
う
、
驚
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
、「
あ
な
た
が
楽
に
な
る
秘
訣
よ
。
仲
間
が

あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
る
か
ら
、
や
っ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
」
と
。
私
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
素

直
に
受
け
止
め
て
、「
で
は
、
や
っ
て
み
よ
う
」

と
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
私

は
生
命
保
険
の
営
業
の
実
績
よ
り
も
、
採
用
の

実
績
で
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
も
終
身
会
員
に
ま
で
た
ど
り

つ
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
皆
に
助
け
ら
れ
て
こ
そ
の
結
果
で
し
た
。

―
25
年
連
続
で
採
用
基
準
を
満
た
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
驚
異
的
で
す
ね
。

安
井　
当
時
９
人
だ
っ
た
オ
フ
ィ
ス
は
現
在
約

50
人
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
分
割
も

Vol.108

安
や す

井
い

 明
あ け

美
み

さん
第一生命保険株式会社  
滋賀支社南草津営業オフィス
1958 年 3 月 10 日生まれ。
滋賀県大津市出身。1992年
8月募集人登録、役職は指導
所長。本社表彰は直近まで
15年連続18回の受賞、採用 
基準は 25 年連続でクリア
している。MDRT 終身会員、
リムラ国際継続率優秀賞

（IQA）に複数回受賞。趣味：
書道とヨガ。家族：単身赴任中の夫。血液型：A型。

Profile
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で
き
ま
し
た
。
私
が
採
用
し
た
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
た

結
果
で
す
。
つ
い
最
近
に
な
っ
て
、
先
の
師
匠

か
ら
「
故
野
村
克
也
氏
の
言
葉
で
、『
金
を
残

す
は
三
流
、
名
を
残
す
は
二
流
、
人
を
残
す
は

一
流
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
け
れ
ど
、
あ
な
た

は
ま
さ
に
そ
れ
を
体
現
し
、
あ
な
た
の
第
一
生

命
人
生
は
完
結
し
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
新
人
時
代
か
ら
お
よ
そ
30
年
。
よ
う
や
く

い
た
だ
い
た
お
褒
め
の
言
葉
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
上
げ
て
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
胸
に
沁
み
入
り
私
に
と
っ
て
宝
物
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
、新
人
さ
ん
達
と
汗
を
か
き
、

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
一
緒
に
営
業
に

も
回
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
続
か
な
か
っ
た

り
、
都
合
が
あ
っ
た
り
で
辞
め
ら
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
も
、
退
職
し
た
方
た
ち

が
、「
安
井
所
長
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
」

「
信
頼
し
て
い
る
か
ら
」
と
、
た
く
さ
ん
紹
介

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
営
業
だ

け
で
は
な
い
、
採
用
だ
け
で
も
な
い
、
営
業
、

採
用
、
育
成
を
く
ま
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
の
生
命
保
険
の
仕
事
で
、
気
づ
け

ば
、
お
金
で
は
な
い
財
産
が
築
き
あ
が
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
安
井
さ
ん
と
お
客
様
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
も
、
と
て
も
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

安
井　
営
業
も
ま
た
、
人
と
出
会
う
こ
と
で
す

か
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ

り
、
感
動
ば
か
り
で
す
。
生
命
保
険
の
営
業
を

し
て
い
る
と
、
人
っ
て
素
晴
ら
し
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。
入
社
し
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
や
め

て
も
い
い
と
思
え
る
く
ら
い
の
軽
い
気
持
ち
で

始
め
た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
会
う
人
、
会
う

人
み
ん
な
良
い
方
ば
か
り
で
、
飛
び
込
み
し
て

い
て
も
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り
が
楽
し
い
の

で
す
。
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
新
人
の
と
き
の

印
象
的
な
お
客
様
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
訪
問
先
は
大
き
な
お
屋
敷
で
し
た
の
で
、

こ
こ
な
ら
保
険
の
お
話
を
聞
い
て
く
れ
る
か
し

ら
…
…
と
飛
び
込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
と

き
に
は
、
あ
い
に
く
来
客
中
で
し
た
。
そ
れ
で

次
の
日
、
来
客
ら
し
き
車
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
も
う
一
度
訪
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

奥
様
が
通
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
連
日
で
訪

れ
た
の
が
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
書
い
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
魅
力
的
な
方
で

お
話
も
楽
し
か
っ
た
の
で
毎
週
の
よ
う
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、１
ヵ
月
も
通
っ

た
頃
、
保
険
の
話
も
せ
ず
に
雑
談
ば
か
り
し
て

い
た
の
で
、
当
時
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
随
行
し
、

設
計
書
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

す
る
と
お
客
様
は
、
そ
れ
ま
で
一
度
も
商
品
の

説
明
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
で
は
、
そ
れ
に
加
入
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
も
う
、

驚
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、
加
入
し
て
い
た
だ
け
た

の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
お
客
様

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
あ
な
た
は
絶
対
に
大
成

す
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
も
ず
っ
と
お
付
き
合
い
が
続
き
ま
し
て
、

そ
の
方
に
も
ず
い
ぶ
ん
と
応
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
無
欲
の
成
果
と
い
っ
た
ら
変
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
計
算
も
何
も
な
く
、
た
だ
純
粋

に
通
う
こ
と
が
実
っ
た
新
人
ら
し
い
挙
績
で
し

た
。―

新
人
な
が
ら
営
業
に
お
い
て
と
て
も
大

切
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

安
井
　
今
振
り
返
れ
ば
、
一
度
で
は
あ
き
ら
め
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な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
粘
り
強
く
人
間
関
係
を

創
り
上
げ
る
こ
と
、
こ
れ
は
営
業
に
と
っ
て
は

必
須
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
は
、
保
険
の
知

識
は
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
に
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
か
わ
り
、
人
間
関
係
を
地
道
に
築

い
て
い
く
よ
う
な
基
本
的
な
活
動
を
ひ
た
す
ら

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
、
は
た
か

ら
見
た
ら
、
運
が
い
い
挙
績
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

安
井
　
一
見
、
誰
か
ら
見
て
も
、「
こ
の
手
続

き
は
成
績
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
、「
お
客
様
の
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
し
ま
う
の
で

す
。
損
得
勘
定
抜
き
に
お
客
様
の
為
を
思
っ
た

商
品
設
計
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
そ
の
次

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。お
客
様
の
た
め
の
誠
実
な
１
件
の
契
約
は
、

複
数
の
ご
契
約
や
ご
紹
介
に
つ
な
が
り
ま
す
。

―
受
賞
要
件
が
非
常
に
難
し
い
リ
ム
ラ
国

際
継
続
率
優
秀
賞
（
Ｉ
Ｑ
Ａ
）
も
複
数
回
受
賞

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

安
井
　
高
い
継
続
率
は
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

の
証
だ
と
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
客
様
の
た
め
と
い
っ
て
も
、
お
客
様

の
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
受
け
身
に
な
る
の
と

は
、
少
し
違
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
の
か
、
も
ち
ろ
ん
お

相
手
の
こ
と
を
拝
見
し
な
が
ら
で
す
け
ど
、
と

き
に
は
、
あ
え
て
厳
し
い
こ
と
も
お
伝
え
し
ま

す
。
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
て
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
と
、
そ
の
後
、
懇
意
に
し
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
本
気
で
お
客
様
と
向
き

合
う
お
付
き
合
い
す
れ
ば
、
必
ず
相
手
に
伝
わ

り
ま
す
。
真
摯
に
接
し
て
い
れ
ば
、
い
ざ
保
険

の
話
に
な
っ
た
と
き
に
、「
こ
の
人
は
、
自
分

の
こ
と
を
考
え
て
提
案
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
」
と
、
お
客
様
は
わ
か
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
長
く
し
て
い
ま
す
か
ら
、
残
念

で
す
け
ど
、
保
険
金
が
お
役
に
立
つ
と
き
も
あ

り
ま
す
。
遺
さ
れ
た
方
に
「
ほ
ん
と
う
に
保
険

に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
言
わ
れ
る

の
は
、
妥
協
せ
ず
に
お
客
様
を
救
済
で
き
る
内

容
で
提
案
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。生

命
保
険
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い

―
元
々
は
生
命
保
険
の
営
業
を
す
る
こ
と

は
消
極
的
だ
っ
た
と
か
。
い
つ
頃
か
ら
変
化
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
井
　
最
初
は
ず
っ
と
お
断
り
し
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
私
の
こ
と
を

誘
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
生
命
保
険
の
営
業

に
対
す
る
世
間
の
見
る
目
を
変
え
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
と
き
に
、
な
る

ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
最
初
は
そ

の
よ
う
な
風
当
た
り
が
強
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
、
お
客
様
が
、
私
と
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
な
か
で
、
私
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
客
様
の
気
持

ち
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
生
命
保
険
の
営
業
の
方
が
こ
ん
な

感
じ
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
自
分
の
フ
ァ
ン
を
増
や
せ
ば
、
生
命
保
険

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
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す
。
そ
う
あ
る
た
め
に
、
仕
事
に
対
し
て
お
客

様
の
お
役
に
立
っ
て
い
る
と
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
本
気
で
お
客
様
に
接
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
自
分
の
世
界
も
変
わ
り
ま
す
。
私

は
、
本
当
に
良
い
方
に
恵
ま
れ
、
助
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
実
感
で
き
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
生
命
保
険
の
営
業
を

し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
方
に
生
命
保
険
の
、
そ
し
て
人
と
の
つ

な
が
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
で
き
る
か
ら

で
す
。―

お
話
を
伺
う
限
り
、
ス
ラ
ン
プ
と
は
無

縁
そ
う
で
す
ね
。

安
井
　
ス
ラ
ン
プ
っ
て
常
に
自
分
の
心
の
在
り

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
究
極
の
プ
ラ

ス
思
考
な
の
で
す
が
、
物
事
を
プ
ラ
ス
に
と
ら

え
る
思
考
は
、
実
は
訓
練
次
第
で
身
に
つ
け
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な

る
の
は
ク
セ
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
続
く
と
き
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
行
き
詰
っ
た
と
思
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
こ
そ
、

必
死
に
な
っ
て
工
夫
を
す
る
、
周
辺
の
こ
と
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
、
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
。
ス
ラ

ン
プ
だ
と
い
う
人
に
は
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
の
よ
ろ
ず
承
り
所
の
よ
う
な
存

在
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
販
売
す
る
保

険
の
商
品
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で

す
か
ら
、
今
、
そ
の
方
が
保
険
の
商
品
を
必
要

と
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

別
の
情
報
を
お
届
け
し
て
、
お
客
様
の
お
役
に

立
ち
た
い
。
お
客
様
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
く
自
分
磨
き
が
、
生
命
保
険
営
業
の

真
髄
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
間
違
い
な
く
自
分
を
成
長
さ
せ
、
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
私
を
育
て
て
い
た
だ
い
た

私
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命
保険会社の FP 専門職として営業職員
の活動をサポート。退社後、生損保の販
促ツールやデータ集の制作、執筆など
の業務に携わったのち、2007 年より

独立。保険分野に
とどまらない執筆
活動、親子や女性
向けのイベントの
企画運営、発酵の
研究など、『人と
モノとバショをつ
なぐ』というコン
セプトで活動中。

Interviewer
　

安
井
さ
ん
と
お
話
し
し
た
印
象
は
、「
困
っ

た
と
き
に
駆
け
込
み
た
く
な
る
頼
り
に
な
る

お
姉
さ
ん
」。

　

た
っ
た
一
度
お
話
し
し
た
だ
け
で
、
ど
う

に
か
し
て
目
の
前
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
彼
女
の
想
い
が
伝
わ
り
、
多
く
の
方
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
姿
が
容
易
に
想
像
で
き

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
中
に
生
命
保

険
の
営
業
だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
か
け

が
え
の
な
い
人
に
出
会
え
た
と
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
の
が
印
象
的
。
ご
自
身
が
生
活
す
る

地
域
で
の
活
動
を
通
じ
、
ま
す
ま
す
ご
自
身

の
人
生
が
楽
し
く
な
る
地
域
づ
く
り
の
実
現

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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期
待
さ
れ
る

敷
金
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
民
法
が
改
正
さ

れ
、
賃
貸
借
契
約
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
敷
金

に
関
す
る
改
正
で
す
。

そ
も
そ
も
敷
金
と
は
、
賃
料
な
ど
の
担
保
目

的
と
し
て
、
賃
借
人
が
不
動
産
を
借
り
る
際
に

賃
貸
人
に
預
け
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
、
敷
金
に
は
明
確
な
ル
ー
ル
が
存
在
せ
ず
、

不
動
産
取
引
の
慣
習
の
な
か
で
や
り
と
り
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、敷
金
の
「
定
義
」
と
「
返

還
時
期
・
範
囲
」
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
改

正
後
の
定
義
で
は
、
敷
金
、
礼
金
、
権
利
金
、

保
証
金
等
、
賃
料
の
担
保
目
的
の
お
金
は
す
べ

て
「
敷
金
」
と
さ
れ
ま
す
。
返
還
時
期
は
「
賃

貸
借
が
終
了
し
て
賃
貸
物
を
返
還
さ
れ
た
時
」、

返
還
範
囲
は
「
敷
金
か
ら
損
害
賠
償
・
未
払
賃

料
・
原
状
回
復
費
用
等
の
未
払
債
務
を
差
し
引

い
た
残
額
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
に
よ
り
、「
原
状
回
復
ル
ー
ル
」

も
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
原
状
回
復
は
、「
賃

借
人
の
居
住
、
使
用
に
よ
り
発
生
し
た
建
物
価

値
の
減
少
の
う
ち
、
賃
借
人
の
故
意
・
過
失
、

善
管
注
意
義
務
違
反
、
そ
の
他
通
常
の
使
用
を

超
え
る
よ
う
な
使
用
に
よ
る
損
耗
・
毀
損
を
復

旧
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

い
う
「
損
耗
・
毀
損
」
は
、「
引
越
作
業
時
の
ひ
っ

か
き
傷
」「
タ
バ
コ
の
臭
い
・
ヤ
ニ
」「
ペ
ッ
ト

に
よ
る
傷
」
等
が
該
当
し
、
復
旧
費
用
は
賃
借

人
負
担
と
な
り
ま
す
。
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
経

年
変
化
や
通
常
の
使
用
に
よ
る
損
耗
等
の
修
繕

費
用
は
、
賃
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
定
義
さ
れ

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
床
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

へ
こ
み
・
設
置
跡
」「
壁
、
床
、
畳
等
の
日
焼
け
」

「
鍵
の
取
換
え
」
等
は
、
原
状
回
復
の
必
要
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
改
正
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
入
居
し
て
い
る
場
合
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
敷
金
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
ら
、
国
土
交
通
省
の
「
原
状

回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

敷
金
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
今
後
、
敷
金
返
還
等
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル

が
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

4 月から民法改正で
敷金のルールが

変更に

第　　　 回111

10
00
0

10
00
0
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うなることかと案じていましたが、おかげさ
まで晴天となり、真夏らしい天候に恵まれま
した。かなりの暑さの中での開催となり、小
さな子どもたちも一緒に参加するため、「み
んなで 1～ 2時間歩こうよ！」とスタート。
歩き終えたあとは、皆清々しい気持ちで、子
どもたちもかき氷を食べたり等、とても楽し
く過ごすことができました。

今年は 200 名を目指したい

今年も参加させていただくために、200 名
規模に拡大してチャレンジしたいと考えてい
ます。
また、苫小牧協会では、このほかの主な社会
貢献活動として、毎年、敬老の日を前に、胆振、
日高管内の障がい者施設や介護施設にタオル
を寄贈する支援活動も行っています。
今後も苫小牧協会役員一同、社会貢献活動に
精一杯取り組んでいきます。

リレー・フォー・ライフに初参加！

私たち苫小牧協会は、去る2019年8月24日、
オートリゾート苫小牧アルテン・青少年キャ
ンプ場にて開催された、「リレー・フォー・
ライフ・ジャパン 2019 とまこまい」に団体
参加しました。
リレー・フォー・ライフとは、がん患者の方
やそのご家族を支援し、地域全体でがんと向
き合い、がん征圧を目指すもので、1年を通
じて取り組むチャリティ活動です。
苫小牧協会がリレー・フォー・ライフに参加
するのは初めてであり、役員一同は手探りで
のスタートとなりました。しかし、当日は、
会員とその家族、一般の方を含む 106名が参
集しました。これは、今回の参加団体で一番
多い人数であったことから、実行委員長から
支援へのお礼の言葉をいただきました。参加
者の中にはベビーカーに乗った赤ちゃんや幼
児までいます。前日は大雨が降り、当日はど

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019とまこまい」に 
参加しました

苫小牧協会　会長　平田 さゆり
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〜JAIFA地方協会活動レポート〜

会員にとって居心地の良い場所に

埼玉県協会は、映画「翔んで埼玉」で全国区になっ
た、江戸、東京の繁栄を陰で支え続けてきた埼玉県
人気質そのものの地方協会ですが、いずれは埼玉が
JAIFA の標準と言われるようになりたいという志を
持って活動しています。腰は低いがプライドは高い
ので扱いには注意してください（笑）。
今期より副会長に渉外も担当をしていただき、各社
管理職、各社分会との更なる協力体制の構築と、会
員数の少ない会社との新たな関係作りを進めていま
す。また、社会貢献事業では、本年度から、愛のド
リーム募金によって、一つは、埼玉県子ども食堂ネッ
トワーク登録団体へ食材購入補助金を、もう一つは、
一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会へ運営費支
援金を贈呈予定です。この活動を通じて会員が中心
となり、一般の方々と共に協力して参加できる新た
な体験型の社会奉仕活動を展開し、公益事業の姿を
明確にしていきたいと思います。子ども食堂への支
援活動で情報を集める中で頻繁に耳にするのが「居
場所のない子どもをなくす」「子どもを孤独にしな
い」という言葉でした。このような言葉に応えてい
く上でも、JAIFA の組織が会員にとっても居心地の
良い組織として運営し参画できる場所として協会の
運営を心掛けていくことが大切であると考えます。
報告会、研修会には毎回 200 ～ 300 名の参加があ
ります。2020 年 1 月 31 日に行われた愛のドリー
ム募金贈呈式では、地元埼玉新聞社の取材も入り、
ハートフルファンデーションでの台風被災地への

公益組織会員として、誇り高い居場所となる JAIFAでありたい
レポーター　大塚　治（埼玉県協会会長／ソニー生命）

埼玉県協会は、報告会、研修会、社会奉仕活動など公益法人組織としての企画、運営のため、年10回の四役会、 
8回の幹事会、そして委員会を必要に応じて開催。幹事約40名が毎回高い出席率のもとに運営に携わっています。

 ▶ 埼玉県
人口 734 万 1,794 人

（2020 年 4 月 1 日現在）
2024 年に新 1万円札の顔となる渋沢
栄一は、埼玉県深谷市生まれ。「近代
日本経済の父」と呼ばれ、第一国立
銀行をはじめ、約500もの企業の設立
にも携わり、数々の
功績を残した。市内
には渋沢栄一記念
館もある。

支援と併せて感謝状をいただきました。加えて、リ
レー・フォー・ライフでは、埼玉初開催時から連続
してチーム参加しており、長時間のリレーを時間帯
ごとに担当会社を振り分けて有意義に支援のお手伝
いをさせていただいています。このような活動は、
めぐりめぐって自らに跳ね返って戻ってくるのです。

それぞれの経験が蓄積された� �
1300 ページの辞書

JAIFA という公益団体を辞書に例えると、会員一
人ひとりが大切な 1 ページなのです。自らの経験を
持ち寄り、社会貢献活動に資するとともに、会員
一人ひとりが思いを込めて、大切なお客様とともに
生命保険業界で活躍しています。埼玉県の辞書は
1300 ページを越えた宝物です。ですから、これか
らも会員が増えることは、そのページ数が増え、中
身がますます濃く充実し、より役立つ辞書になると
いうことだと思います。これからも埼玉県人気質も
大切に、協会の発展に寄与していきたいと思います。
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